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小
坂
道
道
中
記
（
青
森
県
立
郷
土
館
蔵
受
入
番

令
和
3
.
4
年
度
の
当
館
研
究
紀
要
で
は
、
当
館
蔵

「
奥
州
通
道
中
記
」
を
紹
介
し
た
。

「
道
中
記
」
と
称
す
る
資
料
に
は
、
版
本
と
し
て
流

布
す
る
紀
行
文
や
、
案
内
記
と
も
呼
ば
れ
る
旅
人
の
た

め
の
旅
行
案
内
を
も
含
む
が
、
弘
前
・
江
戸
間
の
道
程

等
が
記
さ
れ
た
資
料
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

内
容
は
、
次
の
各
部
に
分
か
れ
る
。

で
あ
る
江
戸
本
所
ニ
ッ
目
ま
で
の
上
り
道
中
の
旅
程
等

に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
は
次
の
よ
う
な

そ
の
後
の
文
面
に
は
制
作
者
の
素
性
に
つ
い
て
伺
え

る
要
素
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

小
坂
道
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
羽
州
街
道
を
経
由

す
る
道
の
こ
と
で
、
江
戸
か
ら
宇
都
宮
を
経
由
し
て
福

島
の
北
、
桑
折
で
奥
羽
山
脈
を
横
断
す
る
山
道
に
入
り

小
坂
峠
（
現
宮
城
県
）
、
上
ノ
山
（
現
山
形
県
）
か
ら

現
在
の
奥
羽
本
線
に
ほ
ぼ
並
行
す
る
道
筋
で
弘
前
に
向

カ
ろ
ノ・

道
中
川
留
之
覚

「
川
留
」
と
は
、
通
常
、
増
水
等
に
よ
り
、
川
の

渡
し
場
が
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
を
指
す
が
、
こ
こ

は
実
際
に
川
留
に
遭
遇
し
た
場
所
の
一
覧
、
あ
る
い

は
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
渡
し
場
の
一
覧
と
も
考
え

ら
れ
る
。

――一月

「
慶
應
三
丁
戊
年

小
坂
道
道
中
記

文
言
が
あ
る
。

工
藤
氏
」

こ
の
道
中
記
は
、
弘
前
か
ら
弘
前
藩
上
屋
敷
所
在
地

•
江
戸
本
所
ニ
ッ
目
よ
り
、
千
住
、
夫
よ
り
小
坂
通

り
道
中
記

内
容
で
一
里
塚
の
位
置
が
表
示
さ
れ
て
い
る
様
子
は

な
い
。

・
登
切
手
取
所

上
り
旅
程
中
で
の
切
手
（
通
行
手
形
）
の
受
け

渡
し
を
す
る
場
所
の
一
覧
で
あ
る
。
「
弘
前
二
而
取

碇
関
置
」
「
久
保
田
二
而
取
、
院
内
置
」
「
上
ノ
山
二

而
取
、
楢
下
置
」
と
あ
る
。
お
お
よ
そ
、
各
領
の
城

下
町
で
切
手
の
発
給
を
受
け
、
藩
領
の
出
口
で
切
手

を
置
い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
道
中
記

で
も
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

・
下
り
切
手
取
所

前
項
同
様
、
切
手
の
授
受
を
行
う
場
所
の
一
覧

で
は
あ
る
が
、
下
り
道
中
で
の
場
所
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
、
「
山
形
二
而
取
、
名
木
沢
二
而

置
」
「
久
保
田
二
而
取
、
尻
合
置
」
と
の
み
あ
り
、

上
り
行
程
と
は
違
い
、
上
ノ
山
領
に
つ
い
て
の
記

述
が
な
い
。

・
道
中
所
々
名
物
覚

尾
に
は
「
●

道
中
各
地
の
名
物
一
覧
で
あ
る
。
千
住
は
砂
糖
餅
、

古
河
は
指
足
袋
、
白
沢
は
鮎
ノ
鮨
、
八
丁
目
は
串
柿
、

福
島
は
真
綿
、
中
田
は
氷
干
餅
、
船
沢
は
き
び
餅
、

森
岡
は
潟
鮒
、
切
石
鼻
は
鶴
餅
と
あ
る
。
本
項
の
末

壱
里
塚
」
と
は
あ
る
が
、
そ
の
後
の
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各
宿
場
間
の
里
程
一
覧
で
あ
る
。
江
戸
本
所
ニ
ッ
目
・

千
住
間
に
始
ま
り
、
碇
ヶ
関
・
弘
前
間
ま
で
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
途
中
の
小
さ
な
村
々
等
の
地
点
に
つ

い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
駄
賃
の
額
を
記
す
た
め

と
み
ら
れ
る
「
本
軽
夫
」
と
い
う
表
記
は
あ
る
が
、

す
べ
て
空
欄
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
項
の
末
尾
に
は
「
慶

応
―
―
一
丁
卯
年
」
と
あ
る
。

・
道
中
廿
日
振
泊
附

こ
の
区
間
を
二
十
日
間
で
旅
す
る
場
合
の
宿
泊
地
一

覧
と
み
ら
れ
る
。
江
戸
・
越
谷
・
古
河
・
宇
都
宮
・
太

田
原
・
白
川
・
郡
山
・
八
丁
目
•
上
戸
沢
・
湯
ノ
原
・

山
形
・
尾
花
沢
•
金
山
・
院
内
・
横
手
・
苅
和
野
・
湊
・

森
岡
・
綴
子
・
碇
ヶ
関
と
あ
る
。

・
同
十
七
日
振

十
七
日
間
で
同
区
間
を
旅
す
る
場
合
の
宿
泊
地
と
み

ら
れ
る
。
粕
壁
・
小
山
・
白
沢
・
越
堀
・
矢
吹
•
本
宮
・

瀬
之
上
•
関
・
山
形
・
尾
花
沢
・
金
山
・
湯
沢
・
大
曲
・

久
保
田
・
森
岡
・
綴
子
・
碇
ヶ
関
・
弘
前
と
あ
る
。

ot
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≫
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店
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こ
の
道
中
記
に
は
表
表
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。

内
容
は
、
江
戸
本
所
ニ
ッ
目
か
ら
弘
前
ま
で
の
下
り
道

中
に
つ
い
て
で
あ
る
。
但
し
、
前
項
で
述
べ
た
「
小
坂

道
」
を
通
る
経
路
で
は
な
く
、
江
戸
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

奥
州
街
道
を
桑
折
か
ら
そ
の
ま
ま
北
に
進
み
、
白
石

（
現
宮
城
県
）
か
ら
分
岐
す
る
山
沿
い
の
道
を
川
崎

（
現
宮
城
県
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ま
で
行
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、
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弘

前

ま

で

の

旅

程

を

記

し

た

あ

と

、

笹

谷

経

由

で

の

里

数

が

百

八

拾

四

里

余

、

小

坂

道

の

道

の

り

が

百

八

拾

弐

里

余

で

あ

る

こ

と

を

記

し

た

あ

と

、

本

文

中

で

は

取

り

上

げ

て

い

な

か

っ

た

、

小

坂

道

の

う

ち

、

郡

（

桑

折

）

の

表

記

は

な

い

が

、

最

後

に

本

駄

賃

・

帷

尻

・

壱

人

分

そ

れ

ぞ

れ

の

駄

賃

の

額

が

記

さ

れ

て

い

る

。

道

中

の

総

以

上

の

文

中

で

、

各

宿

場

で

の

駄

賃

の

額

に

つ

い

て

て

い

る

。

か

ら

山

形

ま

で

の

道

中

に

つ

い

て

も

補

う

よ

う

に

記

し

小

野

小

町

の

伝

承

が

記

さ

れ

て

い

る

。

に

つ

い

て

は

あ

ま

り

な

い

が

、

秋

田

領

の

小

野

村

に

は

名

が

―

つ

書

き

で

並

び

、

お

お

よ

そ

そ

れ

ら

の

全

て

に

つ

い

て

軒

数

が

書

か

れ

て

い

る

。

城

下

町

に

つ

い

て

は

、

領

主

の

名

前

が

書

か

れ

て

い

る

。

あ

と

は

、

橋

や

渡

し

場

、

分

か

れ

道

、

城

跡

、

寺

社

等

の

ほ

か

、

主

要

地

点

ま

で

の

地

理

情

報

が

記

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

他

の

情

報

記

載

事

項

は

、

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

各

集

落

の

地

途

中

に

落

丁

が

あ

る

の

か

、

草

加

か

ら

春

日

部

付

近

、

え

、

山

形

で

羽

州

街

道

に

出

て

、

そ

の

ま

ま

羽

州

街

道

を

北

上

す

る

と

い

う

経

路

で

弘

前

に

向

か

う

、

と

い

う

も

の

で

あ

る

。

お

よ

び

、

栗

橋

か

ら

小

山

の

手

前

ま

で

の

部

分

が

欠

け

て

い

る

。

ま

た

、

秋

田

領

の

釈

迦

内

か

ら

津

軽

領

の

唐

牛

ま

で

の

間

の

部

分

が

乱

丁

と

な

っ

て

お

り

、

秋

田

領

森

岡

と

前

山

の

間

に

来

て

い

る

。

奥

州

通

道

中

記

（

青

森

県

立

郷

土

館

蔵

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
館
研
究
紀
要
第
四
六
•
四
七

号

で

全

文

の

翻

刻

を

紹

介

し

、

解

説

し

て

い

る

の

で

、

本

資

料

は

、

弘

前

藩

士

が

藩

所

蔵

の

道

中

記

等

を

も

と

に

し

て

作

成

さ

れ

、

参

勤

交

代

の

際

に

参

考

に

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

、

実

用

性

を

意

識

し

て

各

所

の

概

況

が

簡

潔

に

整

理

さ

れ

て

い

る

。

概

略

を

記

す

に

と

ど

め

る

。 臭
州
通

治
ゃ
，
3

、
ノ
／
9
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号
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計

か

も

し

れ

な

い

。

受

入

番

各

所

で

の

土

産

物

の

購

入

、

酒

事

、

小

休

止

を

行

う

場

所

が

列

挙

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

立

ち

寄

り

先

の

部

屋

見

取

り

図

も

あ

る

。
「

御

小

姓

組

之

頭

勤

方

」

で

は

道

中

で

の

寺

社

参

詣

、

い

る

。

立

時

の

動

き

等

、

伺

い

を

立

て

る

べ

き

事

項

を

記

し

て

成

立

は

、

安

政

五

年

(

-

八

五

八

）

頃

、

実

際

に

使

用

し

な

が

ら

新

た

に

得

た

情

報

や

知

見

を

補

足

・

修

正

し

た

も

の

で

、

末

尾

の

万

延

元

年

(

-

八

六

0

)

の

年

紀

か

ら

、

使

用

年

代

も

さ

ほ

ど

差

が

な

い

と

考

え

ら

れ

始

ま

る

。

こ

れ

は

、

弘

前

城

下

の

本

丁

一

丁

目

か

ら

、

弘

前

藩

上

屋

敷

の

あ

る

江

戸

本

所

ニ

ツ

目

に

至

る

道

筋

の

地

理

的

情

報

と

、

道

中

で

の

慣

例

等

に

つ

い

て

書

き

連

ね

た

も

の

で

あ

る

。

各

地

の

名

所

に

関

す

る

故

事

に

つ

い

て

の

言

及

が

、

所

々

に

あ

る

。

「

道

中

勤

方

略

記

」

は

、

道

中

で

の

寺

社

参

詣

や

服

装

の

注

意

点

や

宿

場

や

関

所

等

で

出

会

う

関

係

者

の

動

き

を

箇

条

書

き

で

記

し

た

、

「

道

中

記

」

を

補

完

す

る

内

容

で

あ

る

。

次

の

「

附

録

」

は

そ

れ

ら

に

付

随

す

る

内

容

で

あ

る

。

は

人

馬

世

話

役

人

、

関

所

番

人

等

へ

の

対

応

に

つ

い

て

の

内

規

等

で

あ

る

。

「

伺

之

部

」

は

、

朝

の

出

凡

例

等

に

続

き

、

本

文

と

も

言

え

る

「

道

中

記

」

が

る

。

「

定

」
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い
て
、
主
要
な
宿
場
間
の
里
程
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ

題
名
の
と
お
り
、
弘
前
・
江
戸
間
の
上
り
行
程
に
つ

・
小
坂
通
行
程
記
弘
前
よ
り
江
戸
日
本
橋
迄
大
宿
早
見

制
作
者
は
笹
森
正
善
と
あ
る
が
、
彼
の
経
歴
・
出
自

等
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
内
容

は
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

牝

頓
ふ舒-a 
ー
誕

ぶ
咋
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ぷ
丑
V
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純
v

i
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｀
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・“れ
r
渇
L
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1ヽ

i
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ア
／
＂

．．
 

L

鼻、JJ怯
，―

写真5・6 自江戸小坂通弘前迄道中記全表紙と本文

自
江
戸
小
坂
通
弘
前
迄
道
中
記

博
物
館
蔵
）

四

全
（
弘
前
市
立

御
商
道
法
共
左
二
」
と
あ
り
、
道
中
の
主
な
大
名
と
江

そ
の
あ
と
に
は
「
江
戸
よ
り
弘
前
迄
御
大
名
城
下
井

・
小
坂
通
道
中
記

前
の
部
分
と
は
違
い
、
日
本
橋
か
ら
弘
前
ま
で
の
下

り
行
程
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
項
目
名
の
前
に
、
次

の
よ
う
な
凡
例
が
前
置
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
よ
り
弘
前
迄
の
国
々
の
名
所
・
旧
跡
・

宿
々
・
村
々
・
御
伝
馬
賃
銭
等
迄
有
増
左
二
記
ス

境
印本

文
中
は
こ
の
凡
例
に
あ
る
と
お
り
、
宿
場
と
途
中

の
村
・
伝
馬
の
賃
銭
の
額
等
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ

か
に
も
、
川
の
渡
り
方
（
瀬
越
・
舟
渡
の
別
等
）
、
本
陣

の
主
の
名
と
そ
の
位
置
が
道
の
左
右
い
ず
れ
な
の
か
、

藩
領
の
境
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
簡
素
な

記
述
で
は
あ
る
が
、
六
郷
で
は
鎌
倉
権
五
郎
の
伝
説
に

つ
い
て
、
大
き
く
紙
幅
を
割
い
て
記
し
て
い
る
。

丁

塚

印

●

」

△ 

江
戸
本
所
ニ
ッ
目
で
は
な
く
日
本
橋
で
あ
る
。

最
後
に
あ
る
地
名
は
、
他
の
道
中
記
と
は
異
な
り
、

弘
前
よ
り
碇
ヶ
関
へ

れ
て
い
る
。

七

里

西

丁

」

れ
に
つ
い
て
は
、
次
に
例
示
す
る
よ
う
な
害
式
で
害
か

戸
か
ら
城
下
ま
で
の
道
の
り
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

下
総
国
古
河
の
土
井
大
炊
守
に
始
ま
り
、
出
羽
久
保
田

佐
竹
右
京
大
夫
ま
で
の
名
は
あ
る
が
、
津
軽
家
に
当
た

と
同
じ
で
あ
る
。

東
都
ニ

五
月
吉
祥
日

笹
森
正
善

之
」
と
あ
る
。

な
お
、
こ
の
資
料
は
携
帯
に
適
し
た
小
型
の
横
帖
で

あ
り
、
将
棋
の
駒
を
分
厚
く
し
た
よ
う
な
形
の
飾
り
物

が
紐
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

写真7 裏表紙と飾り

奥
書
に
は
「
文
久

戌
年

写 於 壬

述
の
「

小
坂
道
道
中
記
」

い
る
と
こ
ろ
を
除
け
ば
、
前

受
が
山
形
・
松
原
に
な
っ
て

れ
て
い
る
。
登
り
切
手
の
授

「
下
り
切
手
取
処
」
が
記
さ

後
に
、
「
登
り
切
手
取
処
」

と
あ
る
が
、
文
は
続
き
、
最

名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
「
千
秋
万
々
歳
」

前
」
と
の
み
あ
り
、
藩
主
の

百
八
十
四
里
、
十
万
石
弘

る
と
こ
ろ
に
は
「
江
戸
ヨ
リ
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筆
者
は
、
各
地
の
風
景
に
つ
い
て
は
、
人
一
倍
興
味

し
て
い
る
。

に
、
絵
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

こ
の
資
料
は
、
「
参
勤
道
中
記
」
と
い
う
名
で
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
江
戸
か
ら
弘
前
ま
で
の
道
中
の

道
の
り
に
つ
い
て
記
し
た
道
中
記
で
は
あ
る
が
、
他
の

道
中
記
と
は
著
し
く
趣
を
異
に
し
、
道
中
絵
図
の
よ
う

三
上
幸
子
氏
が
『
律
軽
デ
ジ
タ
ル
風
士
記
』
で
紹
介
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
写
刊
年
次
を
寛
政
期
と

五

「
道
中
記
参
勤
」
（
弘
前
市
立
博
物
館
蔵
）

写真8 道中記参勤表紙

道
中
記
」
に
も
、
筑
波
山
な
ど
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な

い
て
い
る
感
は
あ
る
。
前
に
紹
介
し
た
「

く
な
る
も
の
の
、
や
や
多
め
に
紙
幅
を
割
い
て
絵
を
描

奥
州
通

坂
の
絶
頂
よ
り
至
極
晴
天
に
ハ
富
士
山
見
ゆ
る
と
い

ふ
」
あ
る
い
は
白
川
（
白
河
）
と
矢
吹
（
現
福
島

県
）
の
間
、
四
ツ
屋
新
田
の
あ
た
り
で
は
「
会
津
磐
台

（
梯
）
山
、
弐
（
二
）
本
松
か
岳
も
見
工
て
眺
望
よ
し
」
、

ま
た
、
福
島
の
手
前
、
伏
拝
（
ふ
し
お
が
み
）
坂
で
は
、

「
伏
拝
坂
眺
望
よ
し
、
福
蔦
の
町
ミ
ゆ
る
」
、
綴
子
の
後

に
も
「
こ
の
辺
眺
望
よ
し
」
、
剣
ヶ
鼻
付
近
で
も
「
大
鰐

蔵
館
ま
て
見
お
ろ
し
絶
景
な
り
」
な
ど
と
、
見
晴
ら
し

の
良
い
場
所
で
は
、
風
景
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
峠
道
に
つ
い
て
は
、
文
の
最
は
少
な

山
が
見
え
る
と
い
う
記
述
は
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
眺
め
に
関
す
る
文
と
絵
が
本
資
料
で
目
立
つ
の
は
、

筆
者
の
興
味
関
心
が
俯
敵
し
た
風
景
に
あ
る
た
め
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
道
中
記
に
つ
い
て
の
凡
例
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
各
宿
場
の
冒
頭
の
項
目
に
は
「
左
△
篠
崎
某
」
な

ど
と
本
陣
の
主
人
の
名
と
お
ぼ
し
き
人
名
が
添
え
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
道
路
の
左
右
い
ず
れ
に
あ
る
か
も
示

し
て
い
る
。
ほ
か
、
各
主
要
地
点
ま
で
の
距
離
・
城
・

城
跡
・
そ
れ
ら
の
主
の
名
前
、
寺
社
の
名
前
、
寺
院
ノ

場
合
は
宗
派
、
時
に
名
物
・
名
所
と
そ
の
土
地
の
伝
説

を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芦
野
の
前
に
は
「
此

る。 か
寛
で
水
を
引
い
て
い
る
集
落
に
つ
い
て
の
記
述
も
み

ら
れ
る
。
追
分
で
は
道
の
分
か
れ
方
も
図
示
さ
れ
て
い

と
、
湧
き
水
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、

い
く
つ

東
西
南
北
の
方
角
が
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
9

)

部
分

が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
方
位
が
わ
か
る
。
あ

g
 

・
 

こ
の
道
中
記
は
、
絵
入
り
で
あ
る
強
み
か
、
図
中
に

写真9 八軒茶屋付近

る。 等
が
書
か
れ
て
い
る
。
集
落
の
規
模
は
最
初
の
方
は
軒

数
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
な
る
ほ
ど
少
な
く
な
る
。

川
が
あ
れ
ば
、
橋
が
あ
る
か
ど
う
か
、
橋
は
士
橋
か
仮

橋
か
、
な
け
れ
ば
瀬
越
し
か
徒
渡
り
、
船
渡
し
か
、
古

戦
場
、
等
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
に
つ
い
て

は
、
旅
籠
屋
の
有
無
に
つ
い
て
も
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
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「
剣
ヶ
鼻 屑印i:

、A

l 覧刊 ll え〗石
、巴仕

~II 
岱{、lit
叫itク各ん呟ク

小
坂
峠
よ
り
少
し
先
、
楢
下
の
手
前
の
金
山
茶
屋
な

ど
で
は
、
藩
主
が
供
の
者
た
ち
に
御
菓
子
を
振
る
舞
う

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
上
ノ
山
で
は
最
上
と
伊
達

の
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
山
形
は
弘
前
・
江
戸
の
中

間
地
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
地
点
か
ら
や
っ
て

き
た
飛
脚
達
が
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
双
方
に
向
か
っ
て
出
発

し
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
供
の
者
た

ち
に
手
当
が
配
ら
れ
て
い
る
。
院
内
・
湯
沢
の
間
の
小

野
村
で
は
、
小
野
小
町
の
父
親
、
小
野
吉
実
が
住
ん
で

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

文
中
に
筆
者
の
素
性
に
つ
い
て
う
か
が
い
知
れ
る
内

容
は
あ
ま
り
見
え
な
い
が
、
津
軽
領
内
に
入
っ
て
か
ら
、

剣
ヶ
鼻
付
近
に
あ
る
文
章
に
そ
の
点
が
暗
示
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

写真10小山付近

左下で「結城道」が分かれてい

る様子が図示されている。

っ
て
い
た
こ
と
も
伺
え
る
だ
ろ
う
。

ガ
」
か
？
）
と
い
う
方
言
に
も
少
な
か
ら
ず
興
味
を
も

の
と
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
し
か
」
（
「
シ

れ
る
く
ら
い
に
な
る
）

と
い
う
も
の
を
特
筆
す
べ
き
も

お
そ
ら
く
、
筆
者
は
こ
の
「
し
か
渡
」
（
柴
を
敷
い
た

道
の
上
に
雪
を
積
も
ら
せ
る
と
、
固
く
凍
っ
て
馬
が
通

写真11 剣ヶ鼻付近「しか渡」に言及した部分

ハ
氷
の
方
言
也
。
」

り
氷
て
後
ハ
馬
も
通
る
。
是
を
し
か
渡
と
云
゜

↓ヽ
し
力
と

下
道
ハ
岩
角
を
伝
ひ
、
初
近
道
な
り
。
冬
は
山
の

上
よ
り
縄
に
て
柴
を
多
く
移
お
ろ
し
て
、
其
上
に
雪
ふ

氏
に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

道
筋
を
記
し
て
お
り
、

お
の
ず
と
そ
の
骨
子
に
つ
い
て

お
わ
り
に

本
項
は
時
間
的
制
約
に
よ
り
、
サ
扉
削
り
な
内
容
と
な

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
、
さ
ら
な
る
調
査
・
考

察
に
よ
り
、
不
足
を
補
う
必
要
性
を
感
じ
る
。
今
ま
で

見
て
き
た
道
中
記
は
、
弘
前
・
江
戸
間
の
参
勤
交
代
の

筆
者
が
、

は
そ
れ
な
り
の
共
通
性
を
持
つ
。
但
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
道
中
記
を
書
い
た
後
に
見
込
ま

れ
る
多
種
多
様
な
需
要
に
応
じ
、
そ
れ
ら
に
付
け
加
え

ら
れ
る
要
素
は
実
に
様
々
で
あ
る
。
往
々
に
し
て
、
そ

こ
に
は
そ
の
士
地
土
地
に
つ
い
て
往
年
の
歌
人
が
詠
ん

だ
歌
、
あ
る
い
は
、
武
家
の
教
養
と
し
て
、
い
に
し
え

の
武
人
の
行
跡
に
関
す
る
伝
承
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

但
し
、
そ
の
需
要
が
何
で
あ
る
か
は
い
ず
れ
の
道
中
記

に
つ
い
て
も
、
筆
者
が
そ
れ
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、

後
世
の
我
々
が
想
像
す
る
し
か
な
い
。

最
後
に
、
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
、
閲
覧
の
求
め
に

応
じ
て
い
た
だ
い
た
弘
前
市
立
博
物
館
の
小
田
桐
睦
弥
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写真12弘前城から西の方向に見える岩木山
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